
比較的調査しやすい財産です。
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事務所のご案内

司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
ＴＥＬ ０５６２－９１－４３５０ ✓相続・遺言の作成支援・成年後見等
豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「遺言に関するQ＆A 第４編」

７月２７日（土）に第１０回相続セミナー「笑顔相続
の作り方」を開催することが決定しましたので、少し早
いですがご案内します。参加費無料・予約不要です。

今年の４月より相続登記の義務化もスタートしていま
す。相続にご関心のある方は是非ともご参加ください。

記
日 時：７月２７日（土）１４：００～
場 所：豊明市商工会館 １階ホール

セミナー：１４：００～１６：１５（先着１５名様）
相談会：１６：１５～１７：００（先着順）
講 師：棚瀬誠弁護士、加古渉税理士、吉川豊司法書

士の３名
セミナーでは、①相続手続き、②相続税について、③

相続トラブルの解決法をテーマに各講師が解説していき
ます。また、相続時の認知症トラブルについてパネル
ディスカッションを行います。

「相続セミナー開催のお知らせ（７月開催）」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

１．遺言に関するＱ＆Ａ 第４編
今月号は、自筆証書遺言と公正証書遺言の特徴、メ

リット・デメリットを説明します。

Ｑ１．自筆証書遺言とは？公正証書遺言とは？
Ａ１．自筆証書遺言は、遺言の内容全部を自書（手書

き）して作成する遺言です。
公正証書遺言は、公証人に遺言の内容を伝え、公証

人が作成する遺言です。

Ｑ２．それぞれの遺言の特徴は？
Ａ２．自筆証書遺言は、安価で気軽に作成でき、遺言の

内容を秘密にしておけるなどがあります。
公正証書遺言は、確実に作成及び保管ができ、検認

も不要です。

自筆証書遺言は、原則として遺言の内容全部を自書し
ますので、紙とペンがあれば作成することができます。
また、作成時に第三者の立会は不要ですので、他人に内
容を知られることはありません。

なお、平成３１年１月１３日より、一部（財産目録）
を自書せずパソコンなどで作成できるようになりました。

公正証書遺言は、公証人が作成しますので作成方法の
間違いにより無効となることはなく、作成した遺言も公
証役場で保管されますので、「紛失」「改ざん」といっ
たリスクもありません。また、遺言に基づいて財産承継
手続きをするときも、家庭裁判所での検認手続きを経ず
に進めることができます。

Ｑ３．自筆証書遺言のメリット・デメリットは？
Ａ３．次のとおりです。
メリット（一例）

①紙とペンがあれば作成できるため、安価に気軽に作
成できる。

②第三者の立会が不要なため、内容を秘密にできる。

デメリット（一例）
①自書しなければいけないため、長文・複雑な内容に

は向かない。
②日付の記載や押印がないなど、形式を間違えると無

効となる。
③遺言書を紛失・改ざんされるリスクがある。
④家庭裁判所での検認手続きが必要。

Ｑ４．公正証書遺言のメリット・デメリットは？
Ａ４．次のとおりです。
メリット（一例）

①公証人が作成するため、形式を間違えることがない。
②公証人が作成するため、長文・複雑な内容であって

も作成しやすい。
③公証役場で保管されるため、紛失・改ざんのリスク

がない。
④家庭裁判所での検認手続きが不要。

デメリット（一例）
①公証人に作成手数料を支払う必要がある。
②証人２人以上の立会が必要であるため、他人に内容

を知られる可能性がある。

自筆証書遺言と公正証書遺言のメリット・デメリット
は裏表の関係にあります。どちらを選択するかは遺言者
の自由ですので、それぞれの特徴やメリット・デメリッ
トを理解することが大切といえます。

次回は、自筆証書遺言に関連する改正点や「検認」に
ついて説明します。


